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令和３年度１１月補正予算の概要 

 

令和３年１１月２２日 

 
１ 予算規模（一般会計） 

 

   補正額    ３，９８１百万円（令和２年度１１月補正 ６，４２２百万円） 

   補正後  ３９１，６２４百万円（前年度同期 ３８８，６４６百万円） 

補正前  ３８７，６４３百万円 

財 源  国庫支出金 ３，４５３百万円、県債 ５６百万円、寄附金 １８３百万円、 

繰越金 ２２４百万円 など 

 

２ 主な内容  

 

   新型コロナウイルス感染症の第６波に備えるため、臨時の医療施設の運営、小児の在宅療養、確

保病床の増床などの医療提供体制の充実等を図るとともに、本県へのバスツアー商品の造成支援、

県内路線バス事業者支援、無利子・無保証料融資制度の延長等の県内経済の回復に向けた取組を進

める。 

   また、県内企業のＳＤＧｓ経営推進に向けた取組支援、松くい虫被害に係る緊急対策、県内公立

小中学校の学力向上に向けた取組、国際バカロレア教育認定に向けた準備、空き家対策など、ふる

さとを守り育てる事業にも積極的に取り組む。 

 

３ 主な事業 

 

〇新型コロナウイルス感染症の第６波対策（計３，３５８，３８０千円）  

 

   ・【新型コロナ第６波対策】臨時の医療施設運営事業 …………………… ２０７，１５８千円 

新型コロナウイルス感染症の第６波に備え、医療提供体制をさらに強化するため、宿泊療養

施設の一部を臨時の医療施設として運用する体制を整備する。 

（新型コロナウイルス感染症対策推進課） 

 

   ・【新型コロナ第６波対策】小児在宅療養体制強化事業  ………………… １２，０００千円 

新型コロナウイルス感染症の第６波に備え、今後需要が高まると想定される小児の在宅医療

における医療体制を強化するため、タブレットを活用した定期的な健康観察や診察等を実施す

る。                                  （医療政策課） 

 

   ・【新型コロナ第６波対策】新型コロナウイルス感染症医療環境整備等事業   

     …………………………………………………………………………… ２，３６４，５６２千円 

     新型コロナウイルス感染症の第６波に備え、最大確保病床数をさらに増床し、継続して医療

提供できる体制を構築するため、患者を受け入れる病床をあらかじめ確保する入院協力医療機

関を支援する。                 （新型コロナウイルス感染症対策推進課） 
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   ・【新型コロナ第６波対策】新型コロナウイルス感染症検査体制整備事業 １８２，９７９千円 

     新型コロナウイルス感染症の第６波に備え、衛生環境研究所の検査能力を増強したところで

あり、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、引き続き県内の医療機関や検査機関

と連携し、積極的な検査を実施する。       （新型コロナウイルス感染症対策推進課） 

 

   ・【新型コロナ第６波対策】新型コロナ小児検査体制・後遺症医療体制等強化事業  

……………………………………………………………………………………… ７，５０４千円 

新型コロナウイルス感染症の第６波に備え、新型コロナウイルス感染症に係る小児に対する

検査体制を整備するとともに、後遺症外来体制の強化に関する研修会の開催、後遺症患者等の

早期受診・相談の周知に取り組む。        （新型コロナウイルス感染症対策推進課） 

 

   ・【新型コロナ第６波対策】新型コロナウイルス入院患者家族支援強化事業  ６，７８６千円 

     新型コロナウイルス感染症の第６波に備え、感染により保護者等が入院した児童を預かる体

制を強化するため、新たに保育士、助産師の雇用等を行う。         （福祉保健課） 

 

   ・【新型コロナ第６波対策】生活福祉資金緊急貸付事業 ………………… ５５０，１６２千円 

     低所得者、離職者等に対し、必要な資金の貸付と相談支援を行う生活福祉資金貸付事業につ

いて、新型コロナウイルスの影響に係る特例貸付の貸付件数の増加に伴い、貸付原資の増額を

行う。                                 （福祉保健課） 

 

   ・【新型コロナ第６波対策】障がい福祉施設における感染症防止対策支援事業 ７，７１４千円 

     新型コロナウイルス感染症の第６波に備え、障がい福祉サービス事業所・施設における新型

コロナウイルスの感染防止を図るため、衛生用品等の購入経費に対して支援する。                  

（障がい福祉課） 

 

   ・【新型コロナ第６波対策】介護サービス事業所・施設における感染症防止対策支援事業  

     …………………………………………………………………………………… １９，５１５千円 

     新型コロナウイルス感染症の第６波に備え、介護サービス事業所・施設における新型コロナ

ウイルスの感染防止を図るため、衛生用品等の購入経費に対して支援する。  （長寿社会課） 

 

〇コロナ禍からの県内経済の回復（計８１，０００千円）  

 

   ・観光需要回復加速化緊急対策事業（バス旅行商品支援） ………………… ３０，０００千円 

     大幅に落ち込んだ旅行需要を回復させるため、団体旅行向けの緊急対策として、本県への宿

泊・周遊を伴うバスツアー商品の造成に対して支援する。          （観光戦略課） 

 

   ・コロナ禍の影響を受けた路線バス事業者応援事業 ………………………… ４０，０００千円 

県内の公共交通インフラを維持するため、新型コロナウイルス感染症の収束後も県内路線バ

ス事業を継続しようとする事業者に対して、高速バス車両の維持経費を支援する。             

（地域交通政策課） 

 

   ・新型コロナ克服特別金融支援事業 ……………………………………………………… 制度改正 

     県内中小事業者等の経営安定化等に要する資金の円滑な調達につなげるため、無利子・無保

証料の新型コロナウイルス感染症対応地域経済変動対策資金の申込期限を令和４年３月末ま

で延長する。                              （企業支援課） 
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   ・境港新規コンテナ貨物獲得緊急対策事業 …………………………………… １１，０００千円 

     新型コロナウイルス感染症拡大の影響で落ち込んでいた境港のコンテナ貨物の荷動きの回

復を加速させるため、境港外貿定期航路を利用する荷主企業に対して緊急的に支援する。 

         （通商物流課） 

 

〇ふるさとを守り育てる（計５４１，５１４千円）  

※主な事業は次のとおり 
 

   ・全国初！県版ＳＤＧｓ企業認証パイロット事業 ……………………………… １，５００千円 

令和４年度から導入予定の「県版ＳＤＧｓ企業認証制度」に先立ち、パイロット事業に取り

組む企業の認証取得に向けて、環境経営専門家や弁護士などの専門家を派遣するとともに、セ

ミナー開催や取組事例等の情報発信を行う。                （商工政策課） 

 

   ・松くい虫被害緊急対策事業 …………………………………………………… ２７，６０３千円 

     北栄町などにおいて例年を上回る松くい虫被害が発生しているため、有識者を交えて今後の

被害対策のあり方を検討するとともに、緊急かつ徹底した松くい虫被害木の駆除を行う。 

（森林づくり推進課） 

 

・「青谷であおーや！」青谷弥生人大捜索作戦事業 …………………………… ４，７５０千円 

     青谷上寺地遺跡を全国に向けて情報発信するため、この度発表した青谷弥生人の復顔像の県

外での特別展示を行うとともに、青谷弥生人そっくりさんコンテストを実施する。 

（とっとり弥生の王国推進課） 

 

    ・鳥取県地域医療介護総合確保基金事業 …… （Ｒ４～６債務負担行為 １１０，７００千円） 

地域医療に貢献する人材育成と地域医療の発展を図るため、鳥取大学医学部に開設している

「地域医療学講座」について、令和４年度以降も引き続き、同講座を設置し、寄附を行う。 

（医療政策課） 

 

   ・学力向上に関する市町村連携強化事業「未来を拓くとっとり学力向上プロジェクト」 

……………………………………… １，２１０千円（Ｒ４債務負担行為 １８，０９５千円） 

     県内公立小中学校における学力向上を図るため、「鳥取県・市町村学力向上推進会議」を立

ち上げ、市町村と課題を共有した上で、全国学力・学習状況調査等の結果を踏まえながら、支

援が必要な学校に対する集中的な指導や教材づくりに取り組むとともに、令和４年度とっとり

学力・学習状況調査を実施するなど、学力向上に向けたプロジェクトを展開する。 

（小中学校課） 

 

   ・国際バカロレア教育認定準備事業 …………………………………………… ３５，１６６千円 

（Ｒ４債務負担行為 ６，０００千円、Ｒ３～４継続費 ８５，４１５千円） 

     国際バカロレア教育を令和５年度から倉吉東高等学校で実施することを踏まえ、バカロレア

教育の認知度向上・機運醸成を図るため、県内でフォーラムを開催するとともに、令和４年度

中の認定を目指して必要となる施設設備等の整備を行う。          （高等学校課） 

 

   ・ふるさと納税・広告促進事業 ………………………………………………… ７３，９０８千円 

     本年度のふるさと納税に係る寄附受入額が当初の想定よりも増加する見込であるため、返礼

品購入費等を増額する。                       （資産活用推進課） 
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   ・空き家対策支援事業 ……………………………………………………………… ５，５００千円 

     老朽化した空き家による生活環境の悪化を防ぎ、安全安心なまちづくりを促進するため、老

朽危険空き家の除却経費等を補助する市町村に対して支援する。    （中山間地域政策課） 

 

   ・空き家利活用推進総合支援事業 ………………………………………………… ９，５００千円 

     一般に流通していない空き家を地域の資源として活用するため、空き家の利活用に必要な改

修工事等の経費を補助する市町村に対して支援する。         （中山間地域政策課） 

 

   ・港湾維持管理費（公共事業） ………………………………………………… ９１，０００千円 

     鳥取港の主要航路である千代航路が埋塞した場合に備え、緊急航路として使用する西浜航路

の浚渫を実施する。                           （空港港湾課） 

 

   ・燃油高騰対策 …………………………………………………………………… ４５，０００千円 

     燃油価格の高騰により、様々な影響を受ける中小企業者、運輸事業者、農林漁業者、低所得

者世帯等を支援するため、国の動向等も踏まえながら対策を講じる。 

（商工政策課、福祉保健課） 

 


